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社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

救 護 施 設 慈 翠 舘 の 桜

　
新
年
度
を
迎
え
て

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
　
　
　
　

会
長
　
高
木
　
康
夫
　

　

令
和
二
年
四
月
を
迎
え
て
新
年
度
に
入
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
社
会
福
祉
法
人
滴

翠
会
の
役
員
会
と
第
三
者
委
員
会
が
三
月
十

四
日
に
法
人
本
部
事
務
所
会
議
室
で
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

の
た
め
予
防
対
策
を
行
い
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。
九
時
三
十
分
か
ら
第
三
者
委
員
会
が

開
会
さ
れ
各
施
設
で
起
き
た
苦
情
処
理
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
十
一

時
三
十
分
か
ら
役
員
会
が
催
さ
れ
旧
年
度
の

事
業
報
告
と
新
年
度
の
予
算
案
と
事
業
計
画

案
が
各
施
設
よ
り
提
案
さ
れ
審
議
が
行
わ
れ

原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
役
員
会
は
無
事
閉
会

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
終
息
と

災
い
転
じ
て
福
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　
総
合
健
康
診
断

　

三
月
二
十
七
日
、
苑
内
で
健
康
診
断
を
利

用
者
、
職
員
全
員
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

検
査
内
容
は
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心
電
図
、
視
力
聴
力
検
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
健
康
診
断
は
、
毎
年
行
っ
て
お
り
、

検
査
結
果
は
約
一
か
月
後
に
分
か
り
ま
す
。

　

検
査
結
果
に
よ
っ
て
は
今
後
の
健
康
管
理
、

日
頃
の
生
活
（
食
生
活
、
リ
ハ
ビ
リ
等
）
の

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
ま
ず
利
用
者
一
人
一
人
が
検
査
結
果
を

自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
な
か

に
は
結
果
を
自
覚
し
て
頂
く
の
が
難
し
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
に
合

わ
せ
た
支
援
を
し
て
日
々
の
健
康
管
理
、
健

康
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
に
も
引
き
続
き
注
意
し
、

利
用
者
、
職
員
を
含
め
苑
内
感
染
者
ゼ
ロ
を

目
指
し
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
苦
情
・
相
談
の
報
告

　

②
の
内
容
は
、
腰
痛
の
た
め
ベ
ッ
ド
の
居

室
に
変
わ
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
③
の

内
容
は
、
利
用
者
の
起
床
時
間
前
の
行
動
や

献
立
の
内
容
、
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
で
し
た
。
④
の
内
容
は
、
同
室
者
の
い
び

き
や
足
音
が
う
る
さ
い
、
行
動
習
慣
に
困
っ

て
い
る
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
８
件
の
相
談
は

当
事
者
同
士
の
話
合
い
で
解
決
し
た
も
の
や

座
談
会
で
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
苦
情
は
迅
速
に
対
応
し
て
、
安
心
・
安

全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

⑤
そ
の
他
の
事
に
関
す
る
内
容

０
件

１
件

３
件

４
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

８
件

総 合 健 康 診 断
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桜
ま
つ
り

　

四
月
三
日
、
滴
翠
苑
集
会
室
で
桜
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
桜
の
飾

り
で
彩
ら
れ
、
お
花
見
気
分
で
し
た
。

　

和
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
を
し
、
余
興

に
移
り
ま
す
。
余
興
は
ボ
ー
ル
渡
し
ゲ
ー
ム

と
ボ
ッ
チ
ャ
ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
渡
し
は
そ
の
名
の
通
り
、
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
一
列
に
並
び
隣
の
人
に
渡
し
て

い
く
ゲ
ー
ム
で
、
い
か
に
落
ち
着
い
て
渡
す

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
「
地
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
」
と

も
呼
ば
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
な
っ

て
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ
れ
を
滴
翠
苑
流
に

簡
単
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

春
が
訪
れ
桜
の
見
頃
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
お
花
見
に
行
く
の
は
難
し
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
本
日
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

�
４
月
の
行
事

　

桜
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
３
日

　

千
寿
会
総
会　
　
　
　
　
　
　

４
月
９
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
23
日

　
千
寿
会
総
会

　

滴
翠
苑
集
会
室
で
千
寿
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
千
寿
会
と
は
、
滴
翠
苑
利
用
者
の

皆
様
の
自
治
会
で
す
。
毎
年
四
月
に
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
総
会
の
内
容
は
、
前
年

度
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
の
承
認
、
役
員
の
改
選
を
行

い
、
会
員
の
皆
様
の
意
見
や
希
望
要
望
を
募

り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
ま
つ
り
や
長
寿
会
や
文
化
祭
な

ど
の
行
事
は
、
滴
翠
苑
と
千
寿
会
が
協
賛
で

開
催
し
ま
す
。
千
寿
会
の
役
員
と
職
員
が
協

力
し
て
各
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
千
寿
会
が
活
発
に
活
動
さ
れ
、
皆

様
が
楽
し
く
生
活
出
来
る
よ
う
に
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

桜 　 ま 　 つ 　 り
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　
お
花
見
誕
生
会

　

四
月
二
日
、
前
日
夜
中
ま
で
降
り
続
い
た

雨
も
上
が
り
、
慈
翠
舘
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、

お
花
見
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
去
年
よ
り
桜
の
開
花
が
早
ま
り
、

桜
吹
雪
が
舞
い
散
る
中
、
誕
生
者
の
皆
さ
ん

に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
今
年
喜
寿
と
還
暦
を
迎

え
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
会
場
か
ら

は
温
か
い
拍
手
と
お
祝
い
の
言
葉
が
溢
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
花
見
を
し
な
が
ら
祝
宴
に

て
手
作
り
の
お
弁
当
を
頂
き
ま
し
た
。「
美

味
し
い
。
も
っ
と
食
べ
た
い
。」
と
皆
さ
ん

か
ら
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

午
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
す
き
焼

き
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
優

勝
し
た
チ
ー
ム
か
ら
写
真
撮
影
を
し
、
お
や

つ
に
は
三
色
団
子
が
配
ら
れ
大
満
足
。
や
っ

ぱ
り
皆
さ
ん
「
花
よ
り
団
子
」
な
ん
で
す
ね
。

　
苦
情
・
相
談
の
報
告

　

今
年
度
は
い
ず
れ
も
処
遇
に
関
す
る
相
談

で
し
た
。
一
つ
目
は
外
出
を
希
望
し
た
が
、

外
出
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
す
。
二

つ
目
は
、
前
日
に
受
診
し
薬
が
減
量
に
な
っ

た
が
、
家
族
と
外
出
し
、
薬
を
服
用
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
一
錠
多
く
入
っ
て
い
た
と

い
う
内
容
で
す
。三
つ
目
は
、夜
間
ト
イ
レ
誘

導
す
る
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
の
内
容
で
す
。

　

い
ず
れ
も
職
員
の
引
継
ぎ
を
徹
底
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
た
こ
と
で
解
決
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
利
用
者
本
位
の
支
援
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

⑤
そ
の
他
の
事
に
関
す
る
内
容

０
件

３
件

０
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

３
件

お 花 見 誕 生 会
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�
４
月
の
行
事

　

お
花
見
誕
生
会　
　
　
　
　
　

４
月
２
日

　

健
康
診
断　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
16
日

　
年
度
末
作
業
発
表
会

　

三
月
三
十
一
日
、
年
度
末
と
な
り
各
作
業

の
報
告
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
会
長
よ
り
目
録
と
支
給
品
が

利
用
者
に
贈
ら
れ
た
あ
と
、
調
理
職
員
の
手

作
り
弁
当
で
、
日
頃
の
労
を
労
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
各
作
業
の
報
告
発
表
で
す
。

農
作
業
・
外
作
業
・
食
堂
掃
除
・
洗
濯
・
運

動
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
が
苦
労
し
て
い
る

事
や
楽
し
い
こ
と
、
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
な

ど
と
味
の
あ
る
発
表
で
し
た
。
そ
の
後
、
衣

類
と
洗
剤
の
支
給
が
あ
り
、
利
用
者
全
員
が

受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、「
食
事
が
美
味
し
か
っ
た
」「
皆

さ
ん
、
色
々
苦
労
が
あ
る
ん
だ
な
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
が
、
い
つ
も
綺
麗
で
あ
る
こ
と
に

感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
ど
り
会
会
長
挨
拶

　

四
月
七
日
、
利
用
者
の
自
治
会
で
あ
る
み

ど
り
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
新
役
員
は
、
次
の
通
り
決

ま
り
ま
し
た
。

　

会　

長　
　

東
さ
ん

　

副
会
長　
　

堀
越
さ
ん

　

書　

記　
　

有
馬
さ
ん

　

会　

計　
　

田
村
さ
ん

　

監　

事　
　

佐
々
木
さ
ん　

栗
原
さ
ん

　

幹　

事　
　

金
子
さ
ん　

柘
植
さ
ん

　

令
和
二
年
度
み
ど
り
会
会
長
に
な
り
ま
し

た
東
で
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
慈
翠
舘

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
る
様
に
、

一
年
間
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

年 度 末 作 業 発 表 会
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　
お
花
見

　

四
月
一
日
に
予
定
し
て
い
た
、
明
翠
苑
利

用
者
様
と
華
翠
会
舘
利
用
者
様
と
交
流
の
お

花
見
は
、
残
念
な
が
ら
雨
天
の
為
、
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
晴
れ
て
い
る
日

に
各
グ
ル
ー
プ
に
て
玄
関
先
の
桜
の
木
で
お

花
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
で
は
、
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は

感
染
症
予
防
対
策
で
外
に
出
る
機
会
が
少
な

く
利
用
者
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
に
外
に
出
た

か
ら
気
持
ち
が
い
い
な
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

お
花
見
を
し
な
が
ら
体
操
を
し
て
体
を
動

か
し
、
お
や
つ
の
時
間
に
ど
ら
焼
き
と
お
茶

を
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
利
用
者
か

ら
は
「
皆
と
一
緒
だ
か
ら
お
い
し
さ
も
倍
増

だ
ね
」「
暖
か
く
て
気
持
ち
い
い
ね
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
花
は
満
開
で
、
利
用
者
か
ら
は
「
や

っ
ぱ
り
桜
は
綺
麗
だ
な
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
生
活

出
来
ま
す
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
苦
情
・
相
談
の
報
告

　

令
和
元
年
に
明
翠
苑
で
苦
情
や
相
談
と
し

て
受
け
付
け
た
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

入
所
者
様
の
ご
家
族
よ
り
介
護
・
処
遇
に

関
す
る
こ
と
で
、
衛
生
上
の
問
題
で
し
た
。

　

ご
家
族
が
不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
ご
家
族
に
詫
び
て
、
職
員
皆
で

注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う

職
員
一
丸
と
な
り
利
用
者
様
の
生
活
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

⑤
そ
の
他
の
事
に
関
す
る
内
容

０
件

１
件

０
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

１
件

お 　 花 　 見
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明翠苑ニュース
（３月分）

面　会　　　　１件　延１名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　２名　延24日利用

ふぁみりー通信

３月の出来事

３月２日　「座談会」は、感染症対
　策の為、苑内放送で今月の予定な
　どを皆さんにお伝えしました。施
　設長からは、風邪などをひかない
　ように元気にお過ごし下さいとお
　話がありました。
３月３日　「ひなまつり」で、昼食
　にちらし寿司メニュー、おやつに
　ひなあられを提供しました。皆さ
　ん「ひな人形」を眺めながら桃の
　節句を祝いました。
３月11日　「鍋の日」を行い。各食
　堂で昼食に鶏団子の寄せ鍋を召し
　上がって頂きました。「おいしい」
　と喜ばれていました。
３月22日　「彼岸法要」の予定でし
　たが、感染症対策で中止致しまし
　た。施設の仏壇にお花を飾り、職
　員のみで明翠苑でお亡くなりにな
　ったご利用のご冥福をお祈りしま
　した。
３月26日　「ふらんす亭食事」を開
　催し、しぐれ丼セット・たらこス
　パゲティセット・フレンチトース
　トの中から選んで頂き召し上がっ
　て頂きました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

食　　事

　明翠苑では家庭的な雰囲気で食事
が召し上がられるよう、調理員によ
って毎日食事が作られ、各グループ
の食堂や居室で召し上がっています。
　すべての料理は管理栄養士によっ
てバランスの取れたメニューが作ら
れています。
　提供される料理は様々で、季節の
旬の食材を使った料理はもちろんの
こと、和食・洋食・中華などの多彩
なメニューや行事食、３種類の中か
ら好みのメニューを選べる「ふらん
す亭食事」は月１回実施されていま
す。また座談会にて利用者がリクエ
ストされたメニューなども多数提供
されます。
　硬い物や飲み込みにくい食材の時
は利用者一人ひとりに合わせた食事
形態を考え、常食・きざみ食・ペー
スト食と、食べやすいように小さく
刻んだり、水分で咽込みが見られる
利用者には、トロミを付け、食事中
は咽込みなどがないよう常に見守り
を行っています。また、個人ごとに

「栄養ケア計画」も策定されており、
それぞれの利用者の献立に反映され
ています。

　ご家族の皆さんへ
　明翠苑では、新型コロナウイルス
の感染症対策の為、ご家族様のご面
会は、ご遠慮して頂いています。ご
面会が出来るようになりましたら、
速やかに皆様にご連絡いたします。
今しばらくお待ち下さい。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

　
苦
情
・
相
談
の
報
告

　

苦
情
・
相
談
内
容
は
、
介
護
処
遇
に
関
す

る
相
談
が
二
件
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
静

養
場
所
へ
職
員
の
付
添
な
く
移
動
し
た
ら
注

意
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
二
つ
目
は
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
迎
え
の
際
、
職
員
が
杖
を
使
わ
ず

に
歩
い
て
い
い
と
本
人
に
伝
え
た
よ
う
だ
が
、

転
倒
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
杖
は
必
ず
使
わ
せ

て
欲
し
い
で
し
た
。
職
員
間
で
話
合
い
を
持

ち
、
利
用
者
様
へ
の
処
遇
に
つ
い
て
再
度
確

認
し
て
御
本
人
と
御
家
族
へ
説
明
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

⑤
そ
の
他
の
事
に
関
す
る
内
容

０
件

２
件

０
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

２
件

物 送 り ゲ ー ム
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　「
訪
問
介
護
に
お
け
る
自
立
支
援
」

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、

①
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
②
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
③

宿
泊
型
サ
ー
ビ
ス
④
福
祉
用
具
貸
与
（
販

売
・
住
宅
改
修
）
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
自
宅
生
活
の
継
続
を
支

援
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
資
源
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
）
に
つ

い
て
記
し
ま
す
。

　

＊
き
ぼ
う
の
轍
（
わ
だ
ち
）
＊

　

あ
る
方
の
支
援
に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
事

業
所
の
担
当
者
様
か
ら
相
談
を
お
受
け
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
ご
利
用
者
様
は
、

ま
だ
ご
自
分
で
決
定
す
る
能
力
を
お
持
ち
で

す
。
現
在
は
、
身
体
介
護
（
入
浴
介
助
等
）

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

生
活
支
援
に
移
行
し
た
方
が
良
い
と
思
う
の

で
す
が
い
か
が
で
す
か
？
」
当
時
の
私
に
は
、

訪
問
介
護
＝
排
泄
介
助
・
入
浴
介
助
・
摂
食

介
助
と
い
う
考
え
方
し
か
な
く
、
…
…
生
活

支
援
？
生
活
支
援
っ
て
何
で
す
か
？
と
い
う

感
じ
で
し
た
。「
自
立
支
援
」の
推
進
力
は「
自

己
決
定
」
で
す
。
例
え
ば
こ
れ
を
「
訪
問
介

護
」
の
現
場
に
置
き
換
え
る
と
、
入
浴
介
助

の
際
、「
今
日
は
、
ど
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
っ

て
み
た
い
で
す
か
？
」
や
「
着
替
え
は
ど
の

お
洋
服
に
し
ま
す
か
？
」
な
ど
ご
利
用
者
様

の
「
お
好
み
に
よ
る
選
択
」
を
促
す
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
ま
た
調
理
支
援

の
際
に
は
、
ご
利
用
者
様
の
横
に
寄
り
添
い
、

「
野
菜
や
肉
の
処
理
を
行
い
ま
す
。
炒
め
た

り
煮
た
り
す
る
の
は
お
願
い
し
ま
す
ね
。
味

付
け
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」
等
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
、
不
自
由
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ

は
補
完
し
、「
ご
自
分
ら
し
さ
」
を
発
揮
で

き
る
と
こ
ろ
は
存
分
に
発
揮
し
て
頂
く
と
い

う
ス
タ
ン
ス
。
こ
れ
が
「
自
立
（
自
律
）
支

援
＝
自
分
で
決
め
る
こ
と
や
、
行
う
こ
と
が

で
き
る
能
力
を
活
用
し
て
頂
く
」
と
い
う
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

よ
く
「
ヘ
ル
パ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
ま
す
が
、
僕
は
、「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
」

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
る
日
訪
問
介
護
の

現
場
に
お
邪
魔
し
た
際
の
や
り
取
り
で
す
。

「
わ
だ
し
は
、
今
日
は
鳥
に
ぐ
を
喰
い
た
い

ん
だ
。」「
じ
ゃ
あ
ど
ん
な
料
理
が
い
い
が

な
？
」
茨
城
弁
の
暖
か
い
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
会
話
の
や
り
取
り
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、

つ
い
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
人
生
は
、

マ
ラ
ソ
ン
。

＊
「
伴
走
車
＝
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
」
を
必
要

と
す
る
時
も
あ
る
。
＊
今
日
も
心
優
し
い
茨

城
女
性
が
運
転
す
る
車
に
は
「
希
望
の
轍
」

が
続
い
て
い
く
。
＊

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴



今月のことば 57

敷
島
の
大
和
心
を
人
問と

わ
ば

朝
日
に
匂
う
山
桜
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
居
宜
長
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☆春野菜のつぶし豆腐の白和え
　豆腐を粗くつぶして旨みを際立たせた、春を感じる小鉢です。

●材　料
　スナップえんどう 6本／塩 少 ／々油あげ 1/2枚／糸こんにゃく 50g
　煮汁…昆布 5㎝角1枚／水 1/2カップ／淡口正油 小さじ2
　　　　酒 小さじ1
　白和え…木綿豆腐 100g
　　　　　ⓐ練り白胡麻 大さじ2 ／砂糖 大さじ2 ・淡口正油 小さじ1

●作り方
① スナップえんどうは、さっと塩ゆでして冷水にとり、水気を
　 きって斜め３つに切る。
② 油あげは熱湯をかけて油抜きをし、縦半分に切って細切りに
　 する。糸こんにゃくは５㎝長さに切って、さっとゆで水気を
　 切る。
③ 鍋に煮汁の材料と②を入れて火にかけ、さっと煮て火を止め
　 る。そのまま煮汁を冷まし、①の野菜を混ぜ15分以上浸す。
④ 白和え衣を作る。豆腐は手でくずしてざるに入れ、皿などを
　 重しにし５分ほどおいて水切りをする。
⑤ すり鉢にⓐを入れてよくすり合わせ④も加えて、ざっくりと
　 混ぜる。
⑥ ②の汁気を絞って⑤に加え、さっくりと混ぜ器に盛る。

滴翠苑　管理栄養士　高田恵美子

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい


